
第２回 あわら警察署協議会 

開 催 日 時 令和７年６月２６日（木）午後３時５０分から 

開 催 場 所 あわら警察署 講堂 

出  席  者 
あわら警察署協議会委員  ４名 

あわら警察署員署長以下  ７名 

協議会の概要 

１ 議事概要 

(1) 管内治安情勢と各種取組みについて 

  ア 犯罪発生状況（刑法犯）、犯罪検挙状況 

  イ 人身安全関連事案、特殊詐欺に関する広報活動 

   ・ あわら市ＬＩＮＥの活用、わんわんパトロール隊の活用 

  ウ 交通事故発生状況等 

  エ 交通事故防止の取組み 

  オ 大規模災害に備えた各種対策の推進 

 (2) 令和７年度の重要課題と対策 

  ア 北陸新幹線延伸開業に伴う治安対策 

  イ 坂井西警察署との当番ブロック運用 

２ 意見・質疑及び応答 

 ○ 委員 

   ＤＶ事案の件数が減っているが、減っている理由・原因はあるか。 

 ● 警察 

   令和５年は特に多かった年のようで、それ以前は令和６年と同じような件数で推

移している。犯罪に至る前の相談段階で適切に対処していることも減少の原因の一

つと考えられる。 

   以前は、家庭内の問題に警察は立ち入らないという立場とも言われていたが、今

は、そのような事案を認知すれば積極的に対応しており、相談もしやすい環境にな

ってきたと考えている。暴力などの事案に発展する前の相談であっても危険度を判

断するための聴取を行い、必要に応じて警告するなどＤＶ事案を未然に防いでいる

状況である。 

 ○ 委員 

   暴力に至らない相談はＤＶ事案に計上しないのか。 

 ● 警察 

   暴行、傷害等の犯罪に至らない相談はＤＶ事案に計上していない。暴力までは受

けていないモラハラなどの相談も受けている。 

 ○ 委員 

   ＤＶ事案というのは家庭内での暴力のことか。 

 ● 警察 

   家庭内のほか、恋人間も含まれる。 



 ○ 委員 

   窃盗の多くは万引きと聞いたが、被疑者の年齢はどうか。 

 ● 警察 

   最近は高齢者が多い。動機は生活困窮、罪悪感の低さ・これくらいならいいだろ

うという者もいる。場所的にはドラッグストアやスーパーでの犯行が多い。 

 ○ 委員 

   窃盗が昨年の同時期より減少している理由は何か。 

 ● 警察 

   昨年は、連続車上ねらいの被疑者検挙に伴う被害の掘り起こしなどにより件数が

増えたが、今年は、連続的な窃盗事件が発生していないことも減少している要因の

一つと考えている。窃盗犯グループの県内入りを把握した場合は、県警全体で発生

の未然防止、被疑者の検挙等に取り組んでいる。 

 ○ 委員 

   解体工事現場の連続窃盗事件は不法残留外国人の犯行との報告があったが、あわ

ら市内に不法残留者はいるのか。 

 ● 警察 

   今回の事件の外国人被疑者は、福井市内に拠点を置いていた。あわら市内で不法

残留者を発見した場合は当然検挙する。 

 ○ 委員 

   加賀市方面から芦原温泉駅で降りる外国人をたくさん見かける。 

 ● 警察 

   あわら市内の民間企業で働く技能実習生が多いのではないか。不法残留者が身を

隠して働くということは難しく、色んな所に拠点を置いて逃げ隠れしている。 

 ○ 委員 

   わんわんパトロール隊の活動は非常に良い取組だと思う。実績によって階級が昇

任するシステムはモチベーションが上がると思う。この取組はあわら署だけか。 

 ● 警察 

   あわら署だけである。今後、広報の方法を考えて隊員を増やし、より活性化して

いけたらと考えている。 

 ○ 委員 

   わんわんパトロール隊の活動は地域性のある非常に良い取組だと思う。隊員（犬）

のラインナップを公表すれば、愛犬家に更に関心を持ってもらえるのではないかと

思う。今後、小学校の交通安全教室などで子供が興味を持つような広報をするなど、

是非とも活発な取組をお願いしたい。 

○ 委員 

   北陸新幹線延伸開業に伴う重要課題だが、芦原温泉駅での連絡会議には、ＪＲと

ハピラインのほか、バス会社なども入っているのか。 

 ● 警察 

   今回は、ＪＲとハピラインとの会議を行った。 

３ 令和７年度におけるあわら警察署への提言 



 ○ 会長 

   昨年は、北陸新幹線の県内開業、あわら市政２０周年記念イベント等により県内

外からの交流人口や物流は増加したが、その傾向は本年も続くものと思われる。交

流人口等の増加は経済効果が期待される反面、治安情勢にも影響を及ぼすことが懸

念される。 

   全国的には、特殊詐欺や匿名・流動型犯罪グループの関与が疑われる犯罪が後を

絶たないほか、高齢者が関係する交通死亡事故が高い割合で推移している。また、

能登半島地震をはじめ、大雨などによる大規模な災害も各地で発生しており、こう

した不安は、あわら市民も同様に感じている。 

   あわら警察署においては、あわら市や関係機関・団体と連携の上、市民が安全・

安心を実感できるような効果的な治安対策を推進していただけるよう、当協議会か

ら３点を提言する。 

  【提言１】 

   あわら市民が犯罪被害に遭わないよう、パトロールや特殊詐欺などの発生状況・

手口等のタイムリーな情報発信のほか、防犯カメラの設置拡充に向けた取組を推進

してください。 

  【提言２】 

   高齢者の運転免許保有率、高齢運転者による交通事故の割合が高い実情を踏まえ、

高齢者対策を重点とした交通事故防止対策を推進してください。 

  【提言３】 

   大規模災害の発生に備え、平素から災害警備体制の早期確立や署員個々の対処能

力を向上させるための対策を推進してください。 

 ● 署長 

   これらの提言は、当署としても今年度の重要な課題であると認識しており、すで

に取り組んでいる施策等もある。管内の治安情勢として刑法犯認知件数や交通事故

件数などを挙げてご説明したが、統計数値のみにこだわるのではなく、ただ今の提

言にもあったとおり、真にあわら市民の皆様が安全・安心を実感できる施策を考え、

実行していきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


